
【種類別明細書記入例】

《異動区分の記入》
資産の異動がある場合、

増加＝１ 減少＝２ 訂正＝３
の番号を記入する。

※減少（異動区分２）の場合、
減少後の取得価額を

上部に記載
（全部減少の場合は０）

《物件番号欄》
減少資産があり二重線を
引く場合、物件番号欄には

線を伸ばさない。

《取得年月（年号）》
年号の欄は、

令和＝５,平成＝４,昭和＝３
として表記する。

《増減事由》
増減事由の欄には
資産異動の理由を

記入する。

新品取得 ＝１
中古品取得 ＝２

売却 ＝３
滅失 ＝４
移動 ＝５

その他 ＝６

《元日取得》
増加資産の取得日が１月１日である場合は、元日取得の欄に１を記入する。

※各項目の細かな説明等は申告の手引８～11ページに記載しています。ご確認ください。
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